
生産時間には工数とリードタイムがあり、その
意味は大きく異なる。工数は作業時間の長さのこ
とであり、そのまま人件費となる。短くすること
で、コスト低減となる。リードタイムは、作業開

始から完了までの経過時間のことである。リード
タイムには工数が含まれているが、多くの場合、
工数ではない時間の方が大きく、短くしても人件
費が削減されるわけではない。
生産リードタイムは、生産ロットサイズを小さ
くすることで削減することができる。例えば、ロッ
トサイズが 1000個、製造時間 1個あたり 1分、3
工程からなるラインのリードタイムは、

3000分 = 50時間 = 6.25日
となる。この時、工程間には常に 999個滞留して
いる。この滞留しているモノは、加工を待ってい

生産時間には工数とリードタイムがある
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図 1　⽣産のリードタイム短縮はロットサイズを⼩さくする
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5Sと整流化によるリードタイム
短縮の考え方と方法
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